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　目的　いせこみについて>t 、z れまで布の特性値や構造と縫合線の圧縮の難易度との関

係について研究されてきた。本研究ではいせこみにより形成された曲面形状の特徴を定量

的に把握し。いせこみ率および布特性値との関係を検討した。

　実験方法　試布は織り糸交差角の自由度の高いポリエステル　ロ〕0%ボイル１種を用い。

糊付けにより布の特性値を変化させた。糊付けにはp. V. A.を用い、濃度は０から5. ox, 試

布の大きさは10 × 1 5 c m．。布目方向はたて、バイアスの２種とした。糊付けによる特性値

の変化については防しわ性、剛軟度。座屈抵抗、初期弾性率等を測定した。いせこみ率は

たて'糸いせこみは5 ,10 % ,バイアスいせこみは10，20　％とし、いせこみ後台布を縫合し

た。曲面形状の把握はMOIRE'法を用いた。撮影条件は試布は縫代を台布側へ倒し、直径10

c mの円筒台に設置し、グリッドピッチL m m 、視点間距離6 2 cm.光源一視点間距離4 0 o

ｍとした。解析は実寸大に引き伸ばした写真から断面図を描き, D : ≪い目際から曲面の

屈曲点までの最大距離, H：円筒台の表面から布の曲面の屈曲点までの。高さL : 縫い目

際からふくらみが消え試験布が円簡台に接するまでの距離を測定した。　。

　結果　D，H, Lはたて、バイアス共にいせこみ率および糊液濃度が増加するに伴い大とな

り、特にバイアス方向においてその傾向は顕著である。また、これらの指数は防しわ性、

剛軟度。js a抵抗、初期弾性率との相関が高いことが示された、すなわち、防しわ性が低

いほど。剛軟度および初期弾性率が高いほど。また、面内圧縮抵抗が大であるほど曲面形

成性および曲面維持性は大であることがわかった。

B 78 ＆断時の布地ず゛･れにフヽヽ?　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　相狸ず人家政　永千身>　・回中B J

　　　　　　　　　　　　　　　　　　貧践々･尺寒政　平i'.哺え

目的　縫雅作寛色能牽i < 正雄iりmいこ't糟･いり掌｛<^ヽ再え^ '^ る，v布;aの裁断も重孚な

ぐイ･/ f fl,- ッフ･■あ3 . 特に布域岬叙吋こあ＆ク? は単，c - 叔≪ -if'廸i 載断すろぷ外I- f可

杖も即t&i tねマ一遷i- 叙町するt|,合*＼-あ') ＼ め陳最£層と最下ﾉ警の希*・とr i* 希t M“ず

れ^ 載｀断i 吹MBになるこt tいｆい^’峰騨ずる．そこr°抑i?恢々･j帝堆才匈．f 祠双数

u ﾋ- のit いにょる峯郷時め布球r れと怖屹．闇ｲ| iてっヽ四寥験りいtt。今回，i奇態のt

ia ^ .　方匈のまヽ目'- i る郡断綺<n 身辺fれt 朔柊i: の関係c- フヽぺ種討しt< .

ね気　試研わu脈埃，含嘱度．層t . むもの明無りど草'i ろ和吋拷類名恥 t<. 即球の

"t ila才（りが表. Ti ，ヽ襄. n か表鳶）方向いK マ.　よこ.　25･ユ゜’．　≪r,μが/ぐイ-^ ス) n ど

の.it,n によ% 布地のrれ寸茲i刺史レた. -7 r r- <切桟値とレ? 岸療煉捉，≪'l 靫度r- ｰ，り？

* 験を行I'布總のずれ寸禰t の関f * S 禰A- r< .（1 ;! 々，3 一般的I' )flいられひ･"i 飯断･六?

ft iftやしp-..

峰果　即tv. の-^゛朗I' i -bずrfi-rr溥はre 7. t こ方向*v/りく/ぐイ■r ス方向めす <h 七i, べ大

$ ヽ･.特に22.2f、itlらlり-f ズ7f Co?μ人まヽヽ硬向£ 希<b ｔ μ. -C ぬわ'よるずれむi ･3 な

め･表のず" ,k.む*いa･,|ヽiくな八多の埓なr- す泳寸孤IX たきくなう禰向色表わI.な. 摩考悟靫

とr れ七去め閤彊r- fiヽ．いj摩峰煉紅心ヽ7 ヽヽr べ-り

な5 婦帥を表-つし軋S'l軟度とずれ-^禰と<n 関憬におヽ，z it剛軟席の尺いヽ布建／･方球『

れむ太μ良きヽヽ傾fsi t 表わ(- T: . 圓々の布堵におn･? li ;! らI- 穣討と零T ろと児･われfc。


